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環境こだわり農産物の生産が広がり、地域の特産品 

づくりにつながっています  

 栽培面積が１２，０００haを超えた環境こだわり農産物。 

その８割以上は米ですが、野菜や果樹、そば、茶などいろんな作物でも取り組みは進ん

でいます。それらの中から、地域の特産物が生まれています。 

 【米原市高番】(柿) 

 【米原市飯】(赤かぶ) 

【野洲市吉川】(トマト) 

【近江八幡市東川】(しゅんぎく)  【多賀町楢崎】(そば) 

【湖南市針】(なす) 

【竜王町新村】(梨) 

【高島市大沼】(茶) 



 

お知らせ 地域の特性を活かした特産品づくり 

 

北環境を守る会  （野洲市） 

              代表 田中 忠男 

 野洲市北は、旧野洲町において一番

北側に位置し、現在は１４６戸数ある農

村集落です。この地は、俳人、歌人、国

文学者として寛永元年（１６２４）に生

誕された北村季吟（きたむらきぎん）先

生の故郷であり、松尾芭蕉らの俳人を育

て、「源氏物語

湖月抄」をはじ

め数多くの古典

文学の注釈書を

著しています。 

 集落のまわり

は田園風景が広

がっており、「まるごと」の取組面積は

約７５ｈａです。また、河川も多くあり

「童子川、家棟川、祇王井川」の三方に

囲まれ、その内側の川「渡り瀬川、新

川、サイコンデ川」が排水用の川になっ

ています。一度大雨になると琵琶湖との

水位差が１メートルほどしかないので内

側の川（特に新川、渡り瀬川）が氾濫

し、田は白海（しらうみ）状態になり作

物に被害を及ぼします。 

 このような中、田では水稲、小麦、大

豆に取り組み「環境こだわり米」に力を

入れて頑張っています。 

「まるごと」対策は２年遅れでスタート

をすることになり、２１年度から取り組

んでいます。 

参加組織は「自治会、農業組合、集

落営農組合、老人会、ワイワイレディー

ス、北遊遊倶楽部、子ども会、ウイズ

ユー」さらに同年代での会「北友会、七

七会」などの参加を得て、活動に取り組

んで頂いています。 

わたしたちもがんばっています！ パート１   
 

 

活動内容は、童子川・家棟川沿いの排

水路、用水路の草刈りや泥上げ、新川・

渡り瀬川・サイコンデ川の草刈り、清掃

などの取り組みをはじめとして、墓地周

辺の農道の草刈り、ゴミ拾いなどのエコ

活動に取り組んでいます。 

さらに、啓発活動とし

てサイコンデ川沿い

に「川や田の生き物

観察地」の看板（ベ

ニヤ１枚）、渡り瀬

川沿い「ゴミの不法

投棄禁止」の看板を

子ども会に書いても

らい設置しました。

また、「北環境を守

る会」の活動報告を

年３回ウイズユーの

協力で発行しています。 

その他にサイコンデ川で「魚つかみ」

「蛍まつり」などを北遊遊倶楽部や子ど

も会の協力で生き物観察をしています。

今後は、蛍も減少しているので「蛍を取

り戻す」勉強会を計画していきます。 

景観を作る活動では、サイコンデ川沿

い２００メートルに「芝桜」を植え、散

歩する人や通行する人に大変喜ばれてい

ます。今後も増やしていきたいと考えて

います。 

２年目

に向け農村

環境を守る

ために頑

張っていき

ます。 

 米でも、白米はも

ちろん、お餅やお酒

など、地域の特性を

活かした特産品づく

りが進んでいます。 

活動組織さん

からの投稿 

 ★東円堂農村環境 

  保存会（愛荘町） 

昨年の１２月２６日 

育てたサカナを農業用

水路に放流する活動が

行われ、中日新聞など

にもその日のにぎわい

のある様子が掲載され

ました。 

 ★調査の協力を★ 

 ★お願いします★ 

 まるごと対策の中間

年となる今年度、滋賀

県では、この対策がど

れだけ役立っているの

かについて評価し、よ

り効果的な推進方策を

考える「中間評価」に

取り組んでいます。 

 ついては、この３年

間に活動組織で取り組

んでいただいた実施内

容を記入していただく

書面による調査と、職

員が役員の方に直接お

伺いする聞き取り調査

を行いますので、みな

さんのご協力をお願い

します。 

 今後対策を進めてい

く上で、施策の評価は

たいへん重要です。お

手数をおかけします

が、ご協力よろしくお

願いします。 



質問コーナー 

★(質問） 

 魚のゆりかご水田

プロジェクトの取り

組みについて教えて

ください。 

（答え） 

 琵琶湖から田んぼ

へ魚が産卵にやって

くる、かつての命あ

ふれる水田環境を再

生するプロジェクト

で、平成21年度は26

地域、約111haの水

田で取り組まれてい

ます。湖辺の水田で

の生態系保全の取り

組みとしてチャレン

ジしてください。出

前講座も実施してい

ますので、お気軽に

ご相談ください。 

フォトコンテスト入選作品 

 竹村 清さん（日野町） 

フォトコンテスト入選作品 

  橋本 博さん（野洲市） 

米原市には、日本百名山のひとつであ

る伊吹山があります。その南には霊仙山

があり、これら山々の森林に蓄えられた

水は、姉川や天野川などの河川となって

市域を流れ、母なる琵琶湖に注がれま

す。また、環境省が認定する名水百選の

「泉神社湧水」、平成の名水百選の「居

醒の清水」を有するまちでもあり、米原

市は、美しい水と緑に包まれた自然豊か

なまちです。 

 米原市の「まるごと対策」は、共同活

動15集落（面積約653ha）、営農活動11集

落（面積約180ha）が地域の特性を活かし

た取り組みをされています。 

 共同活動では、各活動組織で農業者を

中心に年間計画を策定し、各農業施設の

点検・診断を行い、維持管理に努めてい

ただいています。特に水路法面の管理で

は、その雑草対策にカバープランツや芝

桜、ヒメイワダレソウの植栽をされてい

る活動組織があり、施設の維持管理とと

もに地域の景観に配慮した取り組みをさ

れています。 

景観形成の取り組みでは、集落にある

休耕地にレンゲやコ

スモスの植栽をされ

ている活動組織があ

ります。こうした活

動内容がわかるパネ

ルを作成して、地域

住民で行うイベント

などで紹介し、農業

者以外の方にも田園

景観を守り育てるこ 

との大切さを啓発さ

れています。 

 また、生態系保全の取り組みでは、水

田の生き物調査をはじめ、ニゴロブナの

稚魚の放流や魚道の設置などの「魚のゆ

りかご水田」を実践されている活動組織

が多く見られます。そのほか、源氏ホタ

ルが多く生息する地域の活動組織では、

ホタルの餌となるカワニナの放流活動と

あわせて、ホタルの生活史を考慮し、６

月中は草刈りをしないことや生息環境を

保全するために排水路の清掃や泥上げを

工夫されています。 

 こうした生態系保全の取り組みを各活

動組織が地域の特性によって工夫され、

積極的に取り組んでおられることが米原

市の「まるごと対策」の特徴の１つと言

えます。 

一方、営農活動では、水稲をはじめ大

豆、そば、ブロッコリー、柿などの環境

こだわり農産物を栽培し、こだわり農産

物の生産を通じて、環境負荷の低減に尽

力されています。一部の農産物は、市内

の学校給食で使用されているほか、地域

の特産品として道の駅などで販売されて

います。 

最後に、「まるごと対策」も３年目を

迎え、協定期間の中間年となる時期にな

りました。各活動組織においては、日頃

の活動とあわせて、記録の整理や書類の

作成などにも尽力いただいています。ま

た、今年度は将来の体制づくりについて

話し合っていただき、体制整備構想

（案）を取りまとめいただくこととなり

ます。今後もこの対策が、地域農業の体

制づくりによい成果となるよう、また、

米原市の農業の振興と発展につながる取

り組みとなるようご協力をお願いしま

す。 

 米原市の「まるごと対策」を紹介します。 

米原市 農林振興課  

フォトコンテスト入選作品 

 中村 治一さん（近江八幡市） 

フォトコンテスト入選作品 

 園田 弘さん（栗東市） 

 



お知らせ 

★本地域協議会で

は、いち早く活動組

織の皆様に様々な情

報をお届けする

“メールマガジン

「にぎわい通信」”

をインターネットで

配信しています。 

 登録していただけ

る方は、地域協議会

までご連絡下さい。  

 もちろん、個人情

報の管理は適正に行

い、本対策にかかる

情報配信以外の目的

には一切使用いたし

ません。 

 研修会や広報誌の

発行案内などを発信

して好評をいただい

ております。 

 

 

★ご意見・要望、今

年度の活動の反省、

この情報誌に関する

感想など何でも結構

です。皆様の声をお

聞かせ下さい。この

情報誌や、協議会の

ホームページなどで

ご紹介させていただ

きます。  

編集後記

★昔から「１月は行

く、２月は逃げる、

３月は去る」と言い

ますが、アッという

間に今年度も終盤に

さしかかりました。

今年度の残りの活動

に漏れの無いよう注

意しましょう・・ 

と自分に言い聞かせ

ている今日この頃で

す。（A.W） 

  

わたしたちもがんばっています！ パート２   

滋賀県世代をつなぐ農村まるごと保全地域協議会 

●本協議会は、活動組織への支援や、採択手続き、交付金の交付事務などを行っています。 

●書類作成にかかる参考資料や活動事例などの情報をホームページでお知らせしています。 

http://www.shiga-nouson-marugoto.com/index.html  

Email: kyougikai@shiga-nouson-marugoto.com 

農村まるごと 

東老蘇エコ村保全会 （安土町） 

               代表 井上 龍一 

安土町東老蘇地区は、平成６年にほ場

整備が完了し、ほ場は乾田４０％、湿田

６０％に分かれ、乾田地区は昔からビー

ル麦の産地であり、今も継続して作付け

をしています。 

当集落は、グリーンファーム２１（４

１戸・５７ｈａ）の営農組織と担い手農

家が２戸および個々の農家が５戸で集落

全体では８ 戸の農家が７０ｈａの優良

農地を集落営農で保全しています。 

また、全ての農家が環境こだわり農業

に取り組み 、環境に配慮した共同作業

に非農家も積極的に参加し,活動をして

いただいていることが我が集落の特徴で

あります。今後も引き続き環境に配慮し

ながら、消費者に安全・安心な農産物を

提供していきたいと考えています。 

◆濁水防止対策に堰の設置◆ 

濁水を流

さないよう

に見回り点

検に取り組

んでいます

が、濁水は

どことなく

流れてくる

ことから、各支線排水路ごとに三カ所の

堰を設けて濁水防止に努めております。 

◆環境こだわり農業への理解求める◆ 

田んぼの学校、都市と農村の交流の取り

組みであるＪＡふれあい田んぼ教室や

ジャガイモのオーナーの集い等で多くの

家族を受け入れています。 

農業者が環境にこだわった農産物を生

産していることをこの活動を通して、子

ども達や消費者に知ってほしいと毎年が

んばっています。 

◆三年で農村風景を蘇らす◆  

昔の農村風景は、秋に曼珠沙華（彼岸

花）がいたる所に咲いていましたが、ほ

場整備でその姿は消えてしまいました。

幸いにも集落の一角に僅かな群生がある

ことから、子ども達に昔ながらの農村風

景を引き継ぐために老人会の手で蘇らす

活動が芽生え、毎年計画的に４００ｍの

沿道に球根を移植し、３年で『曼珠沙華

街道』を見事に蘇らすことができまし

た。 

菩提寺ふるさとを守る会 

 （湖南市菩提寺） 

あめふりの保全の会 

（豊郷町雨降野） 

藺生・水と緑を守る会 

（高島市今津町藺生） 


